



Analysis of Hunabosi and Meate and Tenugui 











































































































































































































3－1 3－2 3－3 3－4 3－5 3－－6 3－7 3－8　　　　　恥　　，@　名（現地名）　　　」‘項　目　　採集号 ふな帽子iふな帽子う 頭　　　巾iモオロクズキン） タコボッチiタコボッチ） ホーカンムリ ナカユテkナカユテ）メスダレiメスダレ）メスダレiメスダレ）
眼　當　て
i眼　當　て）
17499 22954 21390 19409 15734 16379 17G26 23156
地 新潟・見附 埼玉・見玉 三垂・和具 岩手・土渕 岩手・雫石 新潟・桑取 秋田・角館










接ぎ布の枚数圃 1 1 1 1 1 1 1 1
縦　　　　　㎝ 25 24 24 28 3a5 22 25 15??
横・』　　．侃 133・ ユ30’ 135 148 127 22 10 15
重なりの枚数 2 2 2 2 2 1 1 1
材　　　　　　質 綿　ネ　ル 羊　　　毛 羊　　　毛 木　　　綿 木　　　綿 馬の毛？
?
生　　　絹
組　一　　　　織 平　　　織 朱　子織 平　　　職 平　　　織 平　　　織 からみ組織 からみ組織
経　　一本／㎝ 14 起毛している 24 26 lo 18
?
緯　　　本／㎝ 起毛している 7・－8 ’ 22 22 互o
細　か　い 14
厚、　さ　　㎜， o．63 22 2．3 1．05 一　〇．6 0．53 029 o．1？
色一@　・　　柄 えび茶無地 青　無地 濃い青無地 紺　無　地 灰黒無地 湿　　　茶 黒 黒　無　地
材1　　　質 木　　　綿 木　　　綿 本　　　綿 木　　　綿 木　　　綿 本　　　綿
撚　　　　　り S S S S S S
色 紺 ミシンぬい 黒 黒 紺 黒 黒
????????
本　　　　数 1 1 1 袷仕立て 1 1 1
謎　い　代bゆ o，B 1 0．5 12 L7 1 o．7
縫　　い　　方 合わせ，ぷせ 合　わ　せ 合　わ　せ 合わせとじ へり縫い 伏せ魅い 折う粧い
鑓い目針目／㎝ 10　11 9 7　6 11 1脅 11
布　　　幅　　・㎝ 36 27 36 36 33．5
推　定　用　布　㎝ 70 200 210 225 2GO 16 26 20






















































































































































3－9 3－10 3－11 3－12 3－13 3－14 3－15 3－16 3－17 3－18







東京一　　島 京　都 東　京 東　京 東　京 鍛■
賊一」 臨
仕一立　て　方
? ? ? ? ?
単
? ? ? ?
接ぎ布の枚数幅 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
縦　　　㎝ 34 33 33．5 33 3L5 31 ・30．5 30 32 32?．?
・横　　一㎝ ‘88　・ 93 92 76 85 91 92．5 43 45 90
重なりの枚数 1’ 1 1 1 1 1 1 1
? 1
材　、　＿　質 木　綿 木　綿 木　綿 木　綿 末　綿 木　綿 木　綿 木　綿 木　綿 木　綿
組　　　　　　織 平　織 平　織 平　職 平　織 平　織 平　織 平　織 平　織 平　織 平　織
? 経　　本／c加 25 窮1 27 20 18 18 18 20 20 乞0
緯、　本／㎝ 20 1呂 20 13 14 16 16 13 16 16
厚　　さ　　㎜ o．42 O．56 o．41 0．45 0．44 o．44 0．46 0．62 o．42 O．45
色　　　・　　柄 白　地 白　地 紺　地 繰藍地 白　地 白　地 白　地 紺　地 紺　地 白　地
織，染、柄等 型　染 型　染 型　染 型　染 注　染 注　i染 注　染 絞り染 絞り染 色刺しゅう
重
? 44 58 48 52 37 45 44 32 27 40
一63一
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　あるが，ほとんど岡じような長い手のっいた半円形
　のかぶりもので，2枚重ねの直線の部分に頭部を入
　れてかぶり，手の部分を首にまわしてむすぶ。縦横
　の長さをグラフ上1こ承すと，前々報の國2にみられ
　るように颪頚敷状，帯状かぶりものに次いで幅広で
　あるe仕立て方は索材自体が厚手のため単仕立てで
　あるが、裏布っきのものもあるe
　。材質は離毛をっむいで緯糸に織りこんだものや綿
　　ネル，木纏布で起毛させたものもあったが，真綿
　　のみの，いわゆる綿ぼし状のものはなかった。色
　　ia－．一般的な紺系統であるが，えび茶色も一点あっ
　　た。勿論すべて無地染であるe
　。裁ち方について注自すべきことは，痩とりをもっ
　　た裁ち方をしていることである。資料3－1のよ
　　うに中搬ζ接ぎ目を入れたらわずかな用霜で済ま
　　せることができるが，弛はみな2　ntあまりの窺を
　　硬っている。何枚か分の辮渥子をまとめて裁ち1
　　仕立て土げて販売していたものかもしれない。厚
　　さ，重さのデータは手っむぎ製品のため当然大き
　　かった。
t｝亡　翫…當く資料3－6，　7，『8）
三．辱弥縁メスダレ，眼當てであるが，用途力｝らみる
　と，舞毒穂先や虫さされなどから顔やi∋を守るため
⑳磯裳乏．遣先羅ミの雪督覆いとしての眼當にわか
：れる9採集地捻地籔江みち轟るまうに，薪潟，秋濁
　と鋒雪地域¢も¢で、採集隼も瑠強S，三韓三と古いe
今日のサンダラスと異な哲、碁要綱矢のものとし
て考え出さ為た用具であること葎わかるe
乞　形毅やす法は蟹玉、写真玉，表1などに示した通
ちであ60眼薗1こ霧を垂らむて頭部に紐でLばる形
式で．垂布韓透けてみえる必要があlj，からみ組織
の織物が使われているが，馬の昆の毛を用いたらし
い岩手のメスダレ1ま特に珍しい。色は黒，‘模様は勿
論ない。前々報は図2の形態分類にみられるように縦
　・横の丈ともに小さく，用尺もきわめて少ない。重
　さもわずかであるが，・紐の量が多いためはっきりし
　ない。
c．手拭く資料3　一一9，10，11，12，13，14，ユ5，16，
　17．18）　　　　’　　－
1．名称は手拭，鉢巻手拭，シハン手拭，ヌ4ダシテ
　1グ4等である。手獄は文字からみると手を掴くも
のとなるが，実隆の用途は頭にかぶらた珍鉢趣撰に
　Lft　ij，隷こ乗せたりするいろいろな塚途のあるこ
・と雑擁匿氏によって詣嫡されているところである物
採集地韓ここでは東京，寒都，鹿児島紀隈られたが，
当然，全国各地に在ったもので，その手拭の長さも
多様であり，帯状，風畠敷状かぶりもの1こもなった
　りしたと思われる。採集時期は昭和3年，5年と古い。
2．形状，寸法はいわゆる手拭の長さでゼWt300nあま
　り，’横90㎝蔚後であるが，シパン手拭は五尺手拭の
四半分といわれ，横が45㎝ほどである。前々報の図
　2の縦横グラフ上にみられるように1シハン手拭は
一般の手拭の単分の横幅上に位置してい観
　。素材は平織り木綿であるが，そこに附された模様
　の意匠構成にみるべきものがあるe渋紙の型紙に
　よる摺り込み染，糊置きの型染，還産手拭の注染
　の他，手仕事によるこまかい絞り染めや刺しmpう
　等が手拭布吊の二次元的平面に華やかにくりひろ
　　げられており，「他のかぶりものと異なり美的極値
　の高い資料となっているe今日では手拭は白地の
　注染が多いがデかっては藍染による紺地の多かつ
　　たこともここからうかがえるe
　　　　　　　　　謝　　　辞　　　：　　1　’1．1
　この報告は轟立民族学博物館の共同研究「日本在来
の労働衣嚴の比較硬究」の成果の晶部である。御指導
頂きました共伺研究の代表者の中村俊亀智教授・（国立
民族学博物館），ならびに西村緩子教授（岡山大学）・
をはじめとする各共同研究員の方々，さらには資料の
利墨に御甚力下さいました国立民族学博物館情報管理
施設の方々に，心から御礼を申し上げますe’
　　　　　　　　　文　　　献
1）山崎光子；頭巾状かぶりもの資料の分析一国立民
F族学博物館収蔵標本による（5）。県立舞碍女子短柳客
　学研究紀要，恥22，1985．
2）守屋磐村；覆面考料。2玉3，源流社，誼979．幽1
．3）今和次郎；岩手県御明袖の農衣。r（今和次郎集i
　Na　9，132，ドメス出版，1972）　　　　　　　i
4）天野武；遮光用具ユキメオオイe民具マンス輩汁，
　7ge，　10，　1975．　一　　　　　　一　　　　　∵　呂 こ
5）漏務；手拭の歴象・（江驕著作集、ゑ「ｦ7　441，中央公論社，1976．）　　一一一一1．，、－r－r－一；
6）郷田国男；手拭沿革。（梛田国男集，14，381i竃筑
　摩書房，1969．）
　　　　　　　　　　　（ユ985年1月16s受理）’i
一一 U4一
舟帽子・眼当・手拭費料の分析
一1！
3－一・1 3－6
3－2
3－3
　　　　　　　　　3－4
　3－8
3－1　ふな帽子（ふな帽子）
　　　　17499形状図
3－－2　頭巾（モオロクズキン）
　　　　22954形状図
3－3　タコポッチ（タコポlvチ）
　　　　21390形状図
3－3’同上裁ち方推定図、
3－4　ホーカンムリ、．．19409形状図
3－5，ナカユテ（ナi々ユテ）
　　　　15734形状図
3－－6「メスダレぐメスダレ）
　　　　16379形状図
3－7　メスダレ（メスダレ）
　　　　17026形状図
3－8　眼當て（眼當て）23156形
　　　．状図
粛禦騨鵬井上、献．
耳・』
　　　　　　　　　　3－3’
図量
一一 U5一
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　　　　　3　一一’9
　　　　　3一鐙
?????
一13　　、3羨16
　　　　　　3ニ11
?
　　　　　茎一奎茸一
一
｝・－r－i－，’，，一：，・，r＝rT－，－gO
　　　　　　3－18
　　　　　　3－・13
　92葺．
茎・一藷　　　7
3－9　鉢巻手拭14926形状図　　’一一
・3－－IO　鉢巻手et　14927形状図　一　一．
3－11手拭，14929形状図
3一箆　手援21462形状pm　：
－3－13手撰15蔓7呂形状図
3－14　　手拳書15479形状図
3－一路一 趨D　1548s形状圏
窪一藩　四半手拭（シバン手拭）16603形状図
3－・三7　四三鼻報（シノ㌔ン手・ま浅）　16604形状図
3一蕗手鑓（ヌイダシテヌグイ＞20144形状図
擦寸饗麟者．山縫，醐，事携．
P騒　2
一鋳一一
舟帽子・眼当・手拭資料の分析
資料3－1　ふな帽子〔17499〕
資料3－2　モオロクズキン〔22954〕
資料3－3　タコポッチ〔21390〕
メスダレ
〔16379〕
資料3－4 〔19409〕
資料3－5　ナカユテ〔15734〕
????????〜??????，，??????
資料3－8
眼當て
〔23ユ56〕
??
㌧
写真1
一67一
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資料3－11手拭〔14929〕
　oケ調ヨ　　　ロ　く　噌；1一尺、?
w　　’一・・『　hX
　　　　　・｝’
　　　　　誓』、、，
飲、躍襲
　L－：1．－e
、寡1喩“
，t，’ ?ut’ru・戸・・
　∠　ノ
資料3－13手拭〔15478〕
資料3一
ソハン手
〔166〔B
　資料3－15　手拭〔15480〕
秘玉、コ
?
ノ
????? 〜
資料3－10　鉢巻手拭〔14927）
資料3－12　手拭〔21462〕
　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t望　’㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
・㌔〆鼠沸嚇♂㌔も》喚ザ
??
騨悌」
資料3－17
ンハン手拭
〔16604〕
?
資料3－14　手拭〔15479〕
?? ???
一
2?写
一68一
t
イr
ら、饗’1
　　　献←趣謎ζ1議
賑1謙
　　　げ　　ン　　罐釜’㍉
1
　資料3－18
ヌイダシテヌグイ
　〔20144〕
